
階

、
唐
代
の
地
蔵
信
仰
の
性
格

江

崎

弁

弘

一

地
蔵
は
梵

語
で
国
。ゆ
凶
=

αQ
四
『
σ
ず
9。

と
い
Σ
、
漢
語
で
乞
叉
底

渠
婆
、
或

は
、
枳
師
帝
掲
婆
な

ど
と
訳
さ
れ
N

い
rca
°
K
s
i
t
i

が

「
住
す
」
と

い
う
意
味
か
ら
転

じ
て

「
地
」
と
訳
さ
れ
、
σq
帥
門
ー

b
h
a

が

「
胎
蔵
」
か
ら
、

「
蔵
」
と
訳

さ
れ
た
如
く
、
こ
の
菩

薩

の
思
想
が
印
度

ア
ー
リ
ア
ソ
民
族
の
神
話
乃
至
バ
ラ
モ
ソ
教

の

地
天
に
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
バ

ラ
モ
ソ
教
中
の
梵

天
が

、
仏

教

申
で
は

「
虚

空
蔵

菩
薩
」

と
し
て
信
仰

せ
ら
れ
た
如
く
、
地
天

が

、
大
地
の
擬
人
化
か
ら
、

「
地
蔵
蓄

薩
」
と
し
て
思
想
的

に
展

一一55-^
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開
し
た
と
み
ら
れ
る
。
唐

の
一
行
は
、
そ

の
著

「
大
日
経
義
釈
」

矛
七

に

経

云

、

時

地

蔵

菩

薩

住

金

剛

不

可

壊

行

境

界

三

昧

老

猶

如

金

剛

地

輪

。

以

極

堅

固

不

可

壊

故

能

住

持

万

物

使

不

傾

動

又

如

大

地

出

生

種

種

珍

宝

伏

蔵

無

有

窮

尽

含

蔵

一
切

種

子

令

不

朽

敗

漸

次

慈

栄

。

と
地
蔵

菩
薩
が
大
地
の
堅
固
な
る
が
如
く
、

一
切

の
種
子
を
含
蔵

す
る
と
述
べ
て
い
る
。

二

隋

代

の
地
蔵
信
仰
は
、
信
行
等

の

コ
ニ
階
教
」
と
占
察
善
悪
業

報
経

に
基
く

「
塔
懺

法
」

に
ょ

つ
て
代
表
さ
れ

る
。
三
階
教
は
そ

の
教
判

の
中

へ
地
蔵
経
を
取
り
入
れ
た
こ
と
は
、
信
行
の
著
で
あ

る
三
階
仏
法
四
巻
中

に
北
涼
失
訳
大
方
広
十
輪
経

の
引
用
が
前
後

首
数
十
回

に
及
ぶ
の
を
み
て
も
分
る
。

浄
土
教
中

よ
り
三
階
教

を
批
判
し

た
中

で
、
窺
基

の
西
方
要
決
釈

疑
通
規

、
善
道
、
道
鏡
共
集

の
念
仏
鏡

に
三
階
教
を
以

つ
て
地
蔵

教
と
為

し
、
道
忠
は
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
六

に
神
防

の
十
輪
経

抄
を
引

い
て

二

者

三

乗

根

機

衆

生

師

即

釈

迦

牟

尼

衆

以

地

蔵

菩

薩

為

上

首

此

十

輪

経

等

之

類

是

也

と
し
、
三
階
仏
法

に
お

い
て
は
釈
迦

を
仏

と
し
、
地
蔵
菩
薩
を
上

首

と
す

る
と
伝
え

て
い
る
。

三
階
教
団
が
長
安

を
中
心
と
す
る
北
支
那
で
活
躍
し
て

い
た
開

皇
年
中
、
南

麦
那

の
広
州
を
中
心
と
す
る
地
で
は

一
人
の
僧
が

塔

懴
法
な

る

一
種
の
ト
占

を
行

つ
て
い
る
。
占
察
経
が
地
蔵
菩
薩
と

関

係
が
あ

る
こ
と
は
そ

の
内
容
を
些
細

に
検
討
す
る
こ
と

に
ょ
つ

て
明
ら
か

で
あ
る
。

三

唐
代

の
地
蔵
信
仰

で
著
し

い
特
色
を
示

し
て
い
る
も

の
は
、
民

間

信
仰
と
の
結
合
で
あ

る
。
則
天
時
代

に
選
述
せ
ら
れ
た
と
思
わ

れ

る
器

圏
大
道
心
駆
策
法
が
経
典

の
形
式

を
取
り
な
が
ら
、

一
方

で
は
説
話
交
学

の
影
響
と
、

こ
の
時
代
広

く
民
間

の
中

に
侵
透
し

て

い
た
道
教
的
信
仰

に
立
脚
し
て
選
述
さ
れ
て
い
る
地
蔵
信
仰

に

関

し

た
説
話
の
中
で
最
も

注
意

し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
宋

の
常
謹

の
地
蔵
菩
薩
鰾
霊
験
記
で
あ
ろ
う
。

こ
の
鬘
験
記
申
最
も

著

し
い
特
色
は
地
蔵
菩

薩
と
地
獄
の
結
び

つ
き
で
あ
る
。
説
話

に

お
け
る
冥

界
の
物
話
は
古
く
は
二
十
巻
本
捜
神
記
か
ら
幽
冥
記
、

冥
祥
記
等

に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
中

に
は
未
だ
地
蔵

菩
薩
と

‐5b-一.



冥
界

の
結
合
は
見
ら
れ
な

い
。
冥
界
の
思
想
は
、
支
那
在
来

の
山

岳
信
仰
と
結
び

つ
き
、
次
矛

に
整
理
統
合
さ
れ
、
地
獄
な
る
冥
界

を
生
ず
る
に
至
つ
た
。
そ

の
中
で
は
罪
報
を
審
判
す
る
闘

羅
王
な

る
老
が
生
じ
、
人
間
在
世
申

の
善
悪

の
業
を
審
判

し
、
そ

の
罪

の

軽
重

に
ょ
つ
て
報
を
受
け
る
と

い
う
思
想

に
発
達
し
、
多
く

の
説

話
を
生
む
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
闔

羅
王
の
冥
界
審
判

に
分

化
が
生
じ
、
十
王
な
る
も

の
が
登
場
し
て
冥
界
を
組
織
的

に

統
卒

し
て
行
く
思
想
に
発
展
す
る
。
地
蔵
菩
薩
は
こ
れ
ら

の
十
王

と
結

び

つ
き

、
地

獄
救
済
の
菩

薩
と
し
て
僑
仰
を
集

め
た
。
十
王

と
は
、
蔵
川

の
闘

羅
王
授
記
預
修
生
七
往
生
浄
土
経

に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
秦
広
王
、
宋

帝
王
、
初
江
王
、
五
官
王
、
閻
羅
王
、
変

成
王
、
太
山
王
、
平
等
王
、
都
市
王
、
五
道
転
輪
王
を
い
う
。
蔵

川

の
伝
は
明
ら
か
で
な

い
が

、
そ

の
経
題
か
ら
み
て
明
ら
か
に
浄

土
教

の
影
響
[を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
以
五
会
と

か
念

阿
彌
陀
仏
と
し
て
い
る
の
を
見

る
と
、
法
照

の
五
会
念
仏

の

流
れ

を
く
む
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
般

に
、
益
州
の
高
僧
は
大
部
分
が
感
通
、
誦
経
、
頭
陀
行
な
ど

の
方

面
で
喧
伝
さ
れ

た
も
の
で
、
義
解
の
高
僧

は
少
な

い
。
益
州

浄
恵
寺

の
恵
寛

は
貞
観
中

に
地
獄
経
を
講
じ
て
大
衆
を
化
導

し
た

と
い
わ
れ
、
又
、
こ
の
地
が
道
教
発
生
の
地
で
あ

つ
た
程
、
民
間

に
雑
信
仰
が
行
わ
れ
て

い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

地
蔵
十
王
信
仰

は
、

こ
う
し
た
雑
信
仰
の

一
つ
と
し
て
、
し
か
も
、

当
時

一
流

の
高
僧
よ
り
も
蔵
川

の
如
き
名
も
な

い
俗
説
教
師
と
思

わ
れ
る
人
物

に
よ
つ
て
布
教
伝
播
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。

か
く
し
て
、
麦
那
人

の
死
後
冥
界

に
お
け

る
審
判

に
対
す
る
信
仰

が

、
泰
山
ー
泰
山
府

君
ー
地
獄
-
闘
羅
王

ー
十
王
と
整
理
さ
れ
、

さ

ら
に
地
蔵

菩
薩
に
よ
つ
て
仏
教
的

に
統

合
さ
れ
て
地
蔵
十
王
信

仰
と
し
て
全
く
新
し
い
信
仰
形
態

を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

雨
来
、
従
来
の
地
蔵
菩
薩

の
性
格
を
全
く
離
れ
て
、
冥
界
と
結
び

つ
き
、
闔
羅
王
が
失

つ
た
本
来

の
機
鯤
を
代
用
す
る
こ
と
に
ょ
っ

て

、
冥
界

の
救
済
者
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
死
後

に
対
す

る
関
心
は
地

獄
思
想
の
発
展
と
な
り
、

特

に
地
後
の
業
報
の
審
[判
者

で
あ
る
闘

羅
王
を
怖
れ
、
地
蔵
菩
薩

が
地
獄
の
罪
報
を
救

つ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
た
の
で
あ
る
。

地
蔵
十
王
信
仰
は
、
ま
さ

に
、
か
か
る
死
後

の
審
判

に
対
す
る
畏

怖
心
か
ら
出
発
し
た
も

の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
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